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BIMを活用した木質材料調達のための情報伝達マニュアル（IDM）の作成

 R0５/９/2５材料調達 WG 
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木材調達における現状の課題と目指す姿

現
状

必要な木材・木質材料を
概算できない

基本設計の段階で
構造部材の断面を
仮定できていない

調達計画が遅れる
（特に、特注断面の場合や、材
積量が多い場合、地域材・森林
認証材の指定があり原木から調
達しなければならない場合等）

調達コストが
増加

（供給事業者へ
の負担も増加）

木材・木質材料
は使いにくい…

木材・木質材料
は使える！

必要な木材・木質材料を
概算できる

基本設計の段階で
構造部材の断面を
仮定できる

余裕をもった調達計画が
立てられる

調達コストが
軽減

（供給事業者へ
の負担も軽減）

将
来

木材製品供給情報
データベース（もりんく）

木材BIM標準オブジェクトライブラリ
（オブジェクトデータ＋説明書）

設計者 木材供給事業者施工者 プレカット工場、商社

製品情報登録参照参照

参照

利用

仮定断面情報

概算

B
I
M
活
用
環
境
整
備

実際のBIM連携に当たっては、
誰が、どんなデータを、いつどのように
伝達するのか、予め決める必要
→標準的な情報伝達フローを示す
情報伝達マニュアル（IDM）を作成
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情報伝達マニュアル（IDM）とは

発注者）ESGの観点から木材利用による
脱炭素を目指したい。 受注者）木造での設計・施工において

コストの見積などの目的でBIMを活用。

受注者）木材のコスト見積のための
情報作成・伝達の手順・手法を整理。

受注者）BEP、IDMに基づき
プロジェクトを実施。

BIMプロジェクトに用いるドキュメントの関係性

• BIM連携・BIMプロジェクトでは、まず、発注者の求める事項（EIR）に対し、BIM実行計画書（BEP）を作成することが必要。
• BEPに記したBIMの活用目的（BIMユース）に合わせ、情報の作成手順・連携方法などを情報伝達マニュアル（IDM）として
具体的に記していく。

発注者の求める事項
(EIR: Employer’s 

Information 
Requirements)

BIM実行計画書
(BEP: BIM Execution Plan)

BIM活用目的
（BIMユース）

情報伝達マニュアル
(IDM: Information 
Delivery Manual)

• 情報生産の実行
• 情報の伝達

【参考】建築BIM推進会議「建築分野におけるBIMの標準ワークフローとその
 活用に関するガイドライン（第２版）」（p.39）

“受注者は発注者の定める EIR に対応し、BIM 実行計画書（BEP（BIM 
Execution Plan）を定めます。（中略）EIR、BEP については、BIM 活用の
主体の属性や目的などに応じ、様々なパターンが想定されます。”
“BIM モデルで受け渡すものと BIM モデル以外のものの仕分け、受け渡す BIM 
の確定情報と検討中の情報の仕分けも明確にしておくことが求められます。”
https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/content/001488797.pdf

今回のプロジェクトでは、この事業者
にこのタイミングで資料を送らないと

いけないな・・・

https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/content/001488797.pdf
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木材調達のためのIDM作成

• 昨年度までに事例・ヒアリングで挙げられた課題を踏まえ、中高層建築物における木材調達に関して、情報の作成・伝達を行うタイミ
ングを明示し、そのタイミングで実行される情報伝達の詳細なフローを作成。

• 受注者が参照し、BEPに組み込み、木材供給事業者と協業で取組むことを想定。
• 具体的なデータのファイル形式は指定せず、「どの情報か」を記述し、BIMモデル又はその他の手法で伝達するものとする。

IDM概要

目的
：効率的な木材調達に向けて、設計者がリードタイム/コストを早期に把握できるようにする

設計者－施工者（専門工事業者）双方のメリット（案）
：例)設計者…早割・標準割
 例)施工者（専門工事業者）…資材の効率的な受注計画

どの時点での情報伝達か
：建築BIM推進会議ガイドラインの標準ワークフローの「S2:基本設計」、「S3:実施設計１」

誰と誰の情報伝達か
：設計者－施工者（専門工事業者=プレカット工場/商社/木材供給事業者）

どのような情報が必要か
：交換要件に示した情報を伝達（p.4）

BIMソフトで作ったデータそのものでなく、エクセルのCSVデータや、テキストデータ等が適していると考えられる

エクセル等で伝達可

エクセル等で伝達可設計者
(e.g. 構造設計者)

施工者
(専門工事業者)

BIMモデル

設計・施工の一貫方式か、分離方式かは問わずに、
設計者-専門工事業者での情報伝達としている。

※専門工事業者=
プレカット工場/商社/
木材供給事業者
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プロセスマップの各要素を定義

アクター（役割）
：「設計者」
 「施工者（専門工事業者）」

      （ワークフローガイドラインに適応）

タスク（作業内容）
：[T01] 建物の計画
 [T02] 構造計画により仮定断面, 部材配置
 [T03] 材料の情報をもとに費用・納期の概算見積もり

データ
：[D01] 木材BIM標準オブジェクトライブラリ

[D02] 概算見積もりに必要な情報（交換要件p.4）
[D03] 納期・費用など概算見積もり

（IDM p.4より引用）

木材調達のためのIDM作成
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交換要件

• 基本設計時の納期・費用の概算見積もり
• 実施設計時の納期・費用の見積もり
を行うために必要な情報

昨年度までの材料調達WG取組
• ヒアリング
• 木材BIM標準オブジェクトと

設計者向け説明書の作成
• 材料調達事例
を踏まえ作成

使用するために必要な準備

IDMの交換要件をもとにして、
設計者-専門工事業者間で、「この情報を渡す」
ということを事前に決めておく。

（IDM p.7～p.9より引用）

木材調達のためのIDM作成
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木材BIM標準オブジェクトを使用したBIMモデル作成

• BIMモデルの作成
交換要件 に基づき、
昨年度作成した木材BIM標準オブジェクトライブラリを使用したBIMモデル作成し、
課題点の抽出、実際の出力サンプルを実施予定。

現状考えられる課題点・・・面材の割付の入力有無、出力するエクセルフォーマット、etc

※なお、これらのオブジェクトやサンプルBIMモデル、IDMの問い合わせ窓口はMAKE HOUSEが担当する予定
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